
 

「流通・取引慣行と競争政策の在り方に関する研究会」報告書について 

 

平成２８年１２月１６日 

公 正 取 引 委 員 会 

 

１ 平成３年に「流通・取引慣行に関する独占禁止法上の指針」（以下「流通・取

引慣行ガイドライン」という。）が制定されてから約２５年が経過しており，Ｅ

コマースの発展・拡大等，我が国における流通・取引慣行の実態は大きく変化

している。 

 

２ 公正取引委員会は，こうした我が国における流通・取引慣行の実態に即した

流通・取引慣行ガイドラインの見直しに関して必要な検討を行うことを目的と

して，各界の有識者からなる「流通・取引慣行と競争政策の在り方に関する研

究会」を開催した。 

  同研究会では，平成２８年２月以降，計１１回の会合を開催し，流通・取引

慣行の実態の変化に関する競争政策の観点からの評価と，これを踏まえた流

通・取引慣行ガイドラインの見直しの方向性について検討を行った。 

  この過程においては，様々な立場の関係者からヒアリングを行い，それらの

ヒアリング結果等から判明した最近の流通・取引慣行の実態の変化を踏まえつ

つ，流通・取引慣行ガイドラインの更なる明確化等に向けた検討を行った。 

 

３ 今般，これらの議論を踏まえ，同研究会の報告書が取りまとめられたので，

これを公表することとした。報告書の概要は別紙のとおりである。 

  公正取引委員会としては，本報告書を踏まえ，流通・取引慣行ガイドライン

の見直しを進めていくこととする。 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先 公正取引委員会事務総局経済取引局取引部取引企画課 

電話 ０３－３５８１－３３７１（直通） 

ホームページ http://www.jftc.go.jp 


